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関
市
の

日
本
海
と
東
国
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
た
こ
の

地
に
、「
関
所
」が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、「
関
」の
地
名
の
起
こ

り
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。市制施行当時の市庁舎山ノ手に新庁舎を新築

市庁舎が新町名「若草通」に移転、
新たな庁舎が完成

明治21年に、呉服町（現 山ノ手3丁目）に
新築された庁舎。昭和34年まで市政の中
心でした。

市民本位の庁舎を目標として設計された新
庁舎が完成。移転先となった西本郷字笹島
を親しみやすい地名にしようと、公募により
「若草通」と名付けられました。

昭和34年、旧庁舎と同じ場所に、行政サー
ビスの新たな拠点となる庁舎が完成。

　関
市
の
前
身
は
、明
治
二
十
二
年
に

町
制
を
施
行
し
て
誕
生
し
た「
関
町
」

で
し
た
。

　戦
後
、関
町
は
市
制
実
現
に
向
け
て

歩
み
を
始
め
ま
す
。そ
の
第
一
歩
は
、田

原
村
稲
口
区
と
富
岡
村
と
の
合
併
で

し
た
。町
制
施
行
当
時
、官
治
制
の
た

め
関
町
へ
の
合
併
が
実
現
し
な
か
っ
た

稲
口
区
は
、昭
和
二
十
三
年
、生
活
の

利
便
性
向
上
を
目
指
し
て
分
村
合
併

を
決
意
し
、編
入
を
実
現
し
ま
す
。富

岡
村
は
、新
制
中
学
校
制
度
の
発
足

に
伴
っ
て
、村
民
の
一
部
の
児
童
・
生
徒

が
関
町
の
小
・
中
学
校
に
集
団
転
校
、

委
託
教
育
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、関
町
と
の
合
併
問
題
が
急
速
に

進
展
、昭
和
二
十
四
年
に
合
併
が
成
立

し
た
の
で
す
。同
年
、関
町
は
町
制
施

行
六
十
周
年
を
迎
え
、市
制
実
現
を

目
指
し
て
活
気
に
満
ち
溢
れ
る
町
の

姿
を
内
外
に
示
す
記
念
行
事
を
行
い

ま
す
。

　当
時
、日
本
経
済
と
国
・
地
方
行
財

政
は
、大
き
く
方
向
転
換
し
つ
つ
あ

り
、税
制
改
革
と
地
方
自
治
の
強
化

を
求
め
た
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
っ
て
、

市
町
村
合
併
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。関
町
も
こ
う
し
た
情
勢

の
も
と
、一
層
強
力
に
合
併
を
推
し
進

め
、昭
和
二
十
五
年
八
月
十
日
、か
ね

て
か
ら
呼
び
か
け
て
い
た
千
疋
村
と
の

合
併
を
実
現
し
ま
す
。

　一方
、田
原
村
で
は
、稲
口
区
を
分
村

し
た
翌
年
か
ら
、関
町
と
の
合
併
を
視

野
に
入
れ
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。関
町
は
、田
原
村
と
の
合
併
に

よ
っ
て
、市
と
な
る
要
件
が
満
た
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、大
き
な
期
待
を
寄
せ
、

両
者
で
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　町
村
の
合
併
と
同
時
に
市
制
を
施

行
す
る
こ
と
は
、全
国
で
も
珍
し
い
事

例
で
し
た
が
、自
治
省
の
同
意
が
得
ら

れ
る
と
、昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
二

日
、田
原
村
議
会
が
廃
村
・
合
併
議
案

を
可
決
。翌
日
、関
町
長
・
田
原
村
長

が
連
名
で
県
へ
合
併
・
市
制
申
請
を
行

い
、県
議
会
で
同
年
十
月
十
五
日
か
ら

市
制
を
施
行
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。こ
こ
に
、関
市
は
県
下
で
五
番

目
、全
国
で
二
百
三
十
八
番
目
の
市
と

し
て
誕
生
し
た
の
で
す
。

　関
市
は
、そ
の
後
、昭
和
二
十
六
年

に
下
有
知
村
、昭
和
二
十
九
年
に
富
野

村
、昭
和
三
十
年
に
小
金
田
村
と
中

有
知
村
東
志
摩
地
区
、昭
和
三
十
一
年

に
南
武
芸
村
広
見
区
と
合
併
し
、人

口
四
万
二
千
三
十
一
人
、総
戸
数
八
千

三
百
六
十
五
戸
の
県
内
中
堅
都
市
へ

と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

町
村
合
併
と
関
市
の
誕
生
、

　
　
　そ
し
て
市
域
の
拡
大
、
発
展
へ

　行
財
政
基
盤
の
強
化
や
地
方
分
権
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、平
成
十
一
年
か
ら
政
府
主
導

で
市
町
村
合
併
が
進
め
ら
れ
、各
地
で
合
併
へ

の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
き
ま
し
た
。関
市
で

は
、平
成
十
四
年
に
武
儀
郡
の
町
村
会
や
議

長
会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、「
中
濃
地
域
市
町

村
合
併
検
討
協
議
会
」を
設
置
し
、協
議
し
ま

し
た
が
、合
意
に
は
至
ら
ず
平
成
十
五
年
二
月

二
十
七
日
に
解
散
。そ
の
後
、関
市
、洞
戸
村
、

板
取
村
、武
儀
町
、上
之
保
村
で「
関
市
・
武
儀

郡
四
町
村
合
併
協
議
会
」を
同
年
三
月
三
十
一

日
に
設
立
、合
併
を
目
指
し
た
本
格
的
な
協

議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　当
初
は
、飛
び
地
合
併
の
形
態
で
し
た
が
、

平
成
十
六
年
三
月
十
七
日
に
武
芸
川
町
が
合

併
協
議
会
に
加
わ
り
、「
関
市
・
武
儀
郡
町
村

合
併
協
議
会
」と
な
り
ま
し
た
。

　市
・
各
町
村
で
は
、住
民
説
明
会
を
開
催

し
、意
見
の
集
約
・
協
議
が
行
わ
れ
、同
年
六

月
十
日
に
は
、合
併
協
議
会
で
協
議
し
た
五
十

九
項
目
を
基
本
に
ま
と
め
た
合
併
協
定
書
に

関
市
長
、武
儀
郡
五
町
村
長
が
調
印
し
ま
し

た
。そ
の
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議
決
を
得

て
、七
月
二
十
八
日
に
県
知
事
に
合
併
申
請
書

を
提
出
。十
一
月
五
日
に
市
町
村
の
廃
置
分
合

に
つ
い
て
総
務
大
臣
の
告
示
が
な
さ
れ
、平
成

十
七
年
二
月
七
日
、新
た
な
関
市
が
誕
生
し
た

の
で
す
。

地名の起源

市域の変遷

平
成
の
大
合
併
、

　
　
　新
し
い
関
市
へ

引用・参考文献：関市1999『新修 関市史 通史編 近世・近代・現代』
関市1997『新修 関市史 史料編 近代・現代』

　　　　　
　　　　　

※小金田と保戸島は昭和 25年に村同士で合併しています。
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